2007　細胞生物学・前期

【Ⅰ】①～⑦の下線部で正しければ○、誤っていれば×をつけ、誤りを訂正せよ。

①細胞を作る主要成分はＣ・Ｈ・Ｎ・Ｃｌである。

②細胞の７０～８０％はタンパク質である。

③細胞内の主要な４種類の有機小分子は、糖・脂肪酸・アミノ酸・ヌクレオチドである。

④グルコースは細胞のエネルギー源として重要である。

⑤タンパク質はアミノ酸がペプチド結合でつながった重合体である。

⑥ＡＴＰは先端に活性の高いリン酸基をもつヌクレオチドである。

⑦脂肪酸は、トリアシルグリセロールとして細胞に蓄えられることが多い。

【Ⅱ】以下の問いに答えよ。

問1． Ａ、Ｔ、Ｇ、Ｃ、Ｕをカタカナで書け。

問2． Ａ２０％　Ｔ２５％　Ｇ２８％　Ｃ２７％の一本鎖ＤＮＡを鋳型として作られる新しいＤＮＡ鎖の塩基組成比を書け。

問3． ＤＮＡの複製フォークで働く酵素を３つ挙げ、それぞれの機能を述べよ。

問4． リボースとデオキシリボースの化学構造を図示し、両者の違いを述べよ。

【Ⅲ】電子顕微鏡で見た生体膜の略図を左の枠内に描け。

但し、一辺の長さが５０nmとなる縮尺である。

【Ⅳ】Ⅰ．細胞内液（ICF）、細胞外液（ECF）、経細胞液（TCF）区分の正しいパターンを選び、（　　）内にICF、ECF、TCFを入れよ。
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ｃ

Ⅱ．細胞膜に発現するNa＋－K＋ATPaseの働きを簡単に説明し、上皮細胞の静止膜電位、細胞容積調節能に果たす役割を述べよ。
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